
神西プロジェクト
～学部発大学ブランド農産物の地域社会普及～

目 的

大学は，法人化後の置かれる状況の変化から，これま

で以上に地域社会への情報発信をする必要がある．情報

発信の手段の一つとして，大学での研究の成果を大学ブ

ランド商品として確立し，発表，普及および販売するこ

とが挙げられる．現在，生物資源科学部では芋焼酎「神

在の里」とハマダイコンの選抜系統「出雲おろち大根」

のブランド化を進めている．

そこで本プロジェクトは，サツマイモおよびハマダイ

コンの最適な栽培技術を確立するとともに，その成果を

学会や地域住民に広報することで，本学部発の大学ブラ

ンド商品をさらに発展させ，普及することを目的として

行った．

サツマイモでは，施肥条件が収量および品質に及ぼす

影響について検討した．ハマダイコンについては，市販

の栽培ダイコンと生育特性について比較した．また，大

学開放事業「楽しい作物収穫体験」の実施，「２００８生涯学

習フェア in松江」への参加および学会や発表会への参加

によって普及活動を行った．

成 果

サツマイモでは，施肥条件が収量および品質に及ぼす

影響について検討した結果，窒素施肥量の多少が収量お

よび食味を変化させることを明らかにした．窒素施肥に

よる収量および品質の向上は芋焼酎の生産および品質に

も影響するものと考えられるため，本結果は今後の「神

在の里」の生産・普及に対して有意義なものと考えられ

る．

また，ハマダイコンにおいては，生育特性について市

販されている栽培ダイコンとの比較を行った．可食部と

なる地下部の肥大特性を確認することができた．肥大特

性の解明は今後ハマダイコンが生産現場あるいは市場へ

普及する上で重要である．以上，本プロジェクトの研究

によって，「神在の里」および「出雲おろち大根」の研究・

普及をより発展させていく上で，重要な知見が得られた．

普及活動は，大学開放事業「楽しい作物収穫体験」，公

開講座「サツマイモを味わってみよう！」の実施や「２００８

生涯学習フェア in松江」への参加を通して行った．参加

した一般市民に対してハマダイコンおよびサツマイモに

ついての講義，収穫体験および食味体験などによって大

学での研究について広報するとともに大学ブランド農産

物である「神在の里」および「出雲おろち大根」を宣伝

した．参加者からは農場の場所あるいは大学での研究内

容について初めて知ることができたとの感想があった．

大学ブランドを通して学部を地域住民に PRするというプ

ロジェクトの目的の１つが十分に果たせたものと考えら

れる．今後は今回作製した「神在の里」と「出雲おろち

大根」を紹介するパンフレット（第１図）を活用し，さ

らなる普及を行う予定である．
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第１図 「神在の里」および「出雲おろち大根」のパンフレット
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